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★ともだちに　ふくいんを　つたえる　レムナントの　すがた


　です。２つの　えを　みて　ちがう　ぶぶんを　みつけましょう



































あいの　かみさま。わたしを　かみさまの　こどもとして　たてて


くださって　ありがとうございます。かみさまの　あいを　つたえる


でんどうしゃに　ならせて　ください。イエス・キリストの


おなまえに　よって　おいのりします。アーメン　








かみさまは　すべての　ひとを　あいして　おられます。


それで　このよに　イエスさまを　おくって　くださったのです。


しかし　サタンは　このよの　ひとが


かみさまの　あいを　しらないように　させます。


レムナントは　かみさまが　このよを　つくられる　まえに


しめいされて　よばれて　かみさまの　こどもに　なった　ひとです。


このちの　すべての　ひとに　かみさまの　あいである


イエス・キリストを　つたえる　ように　ねがいます。











Ⅲヨハネ1:2　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あい),愛)�する�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(もの),者)�よ。あなたが、たましいに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さいわ),幸)�いを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(え),得)�ているようにすべての�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てん),点)�でも�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さいわ),幸)�いを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(え),得)�、また�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けんこう),健康)�であるように�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いの),祈)�ります。











きんようび








あいする　かみさま。


ときには　わたしの　いのりどおりに　ならないことが　ありますが


さいごまで　まって　かみさまに　もとめる　しんこうを　ください。


こたえてくださると　しんじて　かんしゃしつつ　イエス・キリストの　


おなまえによって　おいのりします。アーメン　





★あたらしい　としを　はじめたときに　たてた　けいかくを


　どれくらい　じっせんしたか　いっしょに　てんけんして


　みましょう。














　　　　　　　よくできました！　　　　　できませんでした！











あたらしい　としの　さいしょの　つきを　おえながら　かみさまに


えいこうを　ささげさせて　くださって　ありがとうございます。


まいにち　かみさまに　えいこうを　ささげる　レムナントに


ならせて　ください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　





かみさまは　レムナントを　とおして


せかいを　ふくいんか　することを　ねがって　おられます。


かみさまは　レムナントが　れいはいと　もくそうを　とおして


かみさまに　すべてを　たずねることを　ねがって　おられます。


ちいさなことも　おおきなことも　かみさまに　いのって


たずねて　みましょう。


であいを　とおして　わたしの　こころと　かんがえを


みちびいて　くださるでしょう。








2013ねん　１がつが　はじまって


かみさまが　くださった　しゅくふくを　どのように


あじわって　いますか。


けいかくした　とおりに　できないことも　あるでしょうが


わたしは　でんどうしゃ　だという　じじつを　


わすれないように　しましょう。


すべての　ことを　とおして　ふくいんが　あかしされるように


ひとつずつ　どりょくして　じっせんする　ときまで


イサクが　うけた　１００ばいの　しゅうふくが　


わたしにも　のぞみます。

















�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そう),創)�22:13～20　　アブラハムが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(め),目)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あ),上)�げて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),見)�ると、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),見)�よ、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つの),角)�をやぶにひっかけている�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いちとう),一頭)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(お),雄)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひつじ),羊)�がいた。アブラハムは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),行)�って、その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(お),雄)��EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひつじ),羊)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(と),取)�り、それを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じぶん),自分)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こ),子)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(か),代)�わりに、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜんしょう),全焼)�のいけにえとしてささげた。そうしてアブラハムは、その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ばしょ),場所)�を、アドナイ・イルエと�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(な),名)�づけた。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょう),今日)�でも、「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やま),山)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うえ),上)�には�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(そな),備)�えがある」と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�い�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つた),伝)�えられている。 (13～14)








もくようび








★せかいふくいんかの　しゅやくに　なる　レムナントは　せかいの


　いろいろなくにの　たべものも　よく　たべることが　でき


　なければ　なりません。したの　しゃしんを　みて　くにの


なまえを　なぞって　かきましょう。























わたしに　しょうりする　みぶんを　くださった　かみさま、ありがとう


ございます。キリストの　おなまえによって　かんしゃが　あふれる


レムナントに　ならせて　ください。イエス・キリストの　おなまえに


よって　おいのりします。アーメン　











★わたしの　こころに　イエスさまが　しゅじんと　なるとき


　ほんとうに　しあわせに　なることが　できます。


　いっしょに　さんびしましょう。











イエスさまが　さいこうに　なってください








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キム・ドンジュンさくし


ノ・スンヒさっきょく

















　　　１．しゅのまえに れいは いするとき イエスさまが さい こ う に


　　　 ２．しゅのまえに い  の - る とき　イエスさまが さい こ う に

















　　　　サタンはしば られ さっていく   かみ さまに え い こ-う  を


　　　　サタンはしば られ さっていく　 せ か い-を ふ く い-ん  か








しょうり　　しょうり　します。


イエスさまの　おなまえで　しょうりします。


しょうり　しょうり　します。


イエスさまの　しょうり、　わたしの　しょうり。


パウロが　けいやくを　にぎって　ローマに　むかったように


せかいふくいんかの　けいやくを　にぎった　わたしは


せかいに　でていきます。








★レムナントに　くださる　せいれいの　みが　あります。


　ただしい　みちに　したがって　いってみましょう。








�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�19:21　これらのことが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いっだんらく),一段落)�すると、パウロは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みたま),御霊)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しめ),示)�しにより、マケドニヤとアカヤを�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とお),通)�ったあとでエルサレムに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),行)�くことにした。そして、「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(わたし),私)�はそこに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),行)�ってから、ローマも�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(み),見)�なければならない」と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�った。











あいの　かみさま！　ちいさなことも　おおきなことも　かみさまに


いのりで　たずねる　すてきな　レムナントに　ならせてください。


イエス・キリストの　おなまえによって　おいのりします。アーメン　








すいようび

















★しずかちゃんが　ママの　おてつだいで　くだものやさんに


　いきました。　しずかちゃんの　てには　でんどうトラクトが


　あります。いっしょに　かんがえながら　いろを　ぬりましょう。




















すばらしい　かみさま！


わたしを　せかいふくいんかの　しゅじんこうとして　たててくださって


ありがとうございます。いつでも　せいれいに　みたされる　レムナントに


ならせて　ください。イエス・キリストの　おなまえに　よって　


おいのりします。アーメン　





イエス・キリストを　つたえた　しょだいきょうかいの　しんとが


ろうやに　いって　おおきな　くにの　ローマに　


はくがい　されました。


しかし　しょだいきょうかいの　しんとは　ゆれませんでした。


せいれいに　みたされて　いたからです。


レムナントも　しょだいきょうかいの　しんとの　ように


ただ　せいれいに　みたされて　


しょうにんの　しゅくふくを　あじわいましょう。





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�1:1～8　 しかし、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せいれい),聖霊)�があなたがたの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うえ),上)�に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のぞ),臨)�まれるとき、あなたがたは�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちから),力)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(う),受)�けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリヤの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜんど),全土)�、および�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ち),地)�の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(は),果)�てにまで、わたしの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しょうにん),証人)�となります。 (8)








かようび




















かみさまが　よろこばれない　ことだと　わかっていても


わたしの　おもうとおりに　はなして　


こうどうすることは　ありませんか。


かみさまの　こどもなら　かみさまが　よろこばれる　ほうこうで


かんがえて　はなしをして　こうどうすべきです。


どんなに　いのっても　こたえが　ありませんか。


よいことを　くださる　かみさまが　こたえを　くださらない


りゆうは　なにかを　いっしょに　はなして　


わかちあってみましょう。

















どようび





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しと),使徒)�9:5　�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�が、「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しゅ),主)�よ。あなたはどなたですか」と�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),言)�うと、お�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(こた),答)�えがあった。「わたしは、あなたが�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はくがい),迫害)�しているイエスである。 
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ユダ1:11


ああ。�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かれ),彼)�らはカインの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(みち),道)�を�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),行)�き、�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(りえき),利益)�のためにバラムの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まよ),迷)�いに�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おちい),陥)�り、コラのようにそむいて�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ほろ),滅)�びました。





げつようび






































